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201 本研究の背景
本研究の流れ
■2013年度－2014年度
• 住民アンケート調査研究の実施、分析
• 日本海自治体、住民（新潟市）へのヒアリング
■2014年度－2015年度
• 日本海自治体郵送調査の実施、分析
■2016年度
• 「想定の受け取られ方」の分析
• 地域類型化に関する分析

日本海津波の特徴
日本海側は地震の規模に比べて津波が高く、津波到達までの時間が早い

• トラフ型と活断層型の地震の違い
• 東日本大震災は、最大波まで相当の時間がある。

東日本の教訓をそのまま受け取らない
①水門の閉鎖は基本的に難しい。
②緊急時に沿岸部に救助に向かいに行っては間に合わない。
③津波警報、大津波警報を待ってはならない。

301 調査項目・仮説
１．日本海地震・津波想定の理解
 認知率の低さ
 「日本海側で確率を示せないこと」の意味

２．地震予知のLayman Theory、表現、情報公開
 想定として、どのような災害特性や被害想定を知りたがっているのか
 最大、最頻の考え方
 知識、地震予知への期待、巨大想定には肯定的

３．確率表現の意味
 どのような表現が望まれているのか

４． 「巨大災害想定」の理解と受容
 地震動予測地図
 日本海波源モデル
 南海トラフ想定
の認知度、理解度、活用度

※ 本報告は速報版である。
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調査対象︓全国20代～60代の男女個人、性・年代（20代から60代）均等割付
調査対象︓楽天リサーチのオンラインモニター調査
調査方法︓WEB調査
調査時期︓3月9日（木）～3月13日（月）
調査地域︓47都道府県各50票＋指定エリア50票，計2,400票
※ 本調査は日本海側の調査を本プロジェクト経費で支出し、拠点間連携共同研究
（「巨大災害 想定のコミュニケーション戦略に関する研究」（研究代表︓田中淳）にて
それ以外の調査を行い、全国調査としたものである。

 １.日本海側道県（北海道、秋田、山形、新潟、富山、石川、福井、鳥取、島根、福岡、佐賀、長崎）600票
※ 京都府日本海側市町村（舞鶴市、宮津市、京丹後市、与謝郡伊根町・与謝野町）32票
※ 兵庫県日本海側市町村（豊岡市、美方郡香美町、美方郡新温泉町）18票票

 2．太平洋側都府県（青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、三重、和歌山、
大阪、兵庫、岡山、広島、京都、徳島、高知、愛媛、山口、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）1300

 3．内陸（そのほか、含熊本）450票

調査概要

調査結果①日本海地震・津波想定



602 日本海津波①発生の可能性＿意識は低い
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1.日本海側で津波が起こる可能性があること

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.日本海側の津波は到達するまでの時間が短いこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.日本海側の津波の発生確率の計算は難しいこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

7.日本海側の津波については、大規模に広域で津波が発生する可能性は低いこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

知っている 知らない 意味がよくわからない

02 日本海津波②想定の詳細＿あまり知られていない 7
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3.日本海側では、太平洋側と違いプレート境界が明白でないこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

6.「最も早く到達する津波」の想定が「最も大きな津波」の想定という訳ではないこ

と

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

11.日本海側の津波の想定は、断層毎で最大クラスの津波を想定し、その津波が

あった場合に想定される浸水区域、水深、津波到達時間を示したものであること

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

知っている 知らない 意味がよくわからない



02 日本海津波③過去津波の認知＿あまり知られていない 8
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2.日本海側で過去、津波が発生してきたこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

8.日本海側では、1964年に新潟地震で津波が発生したこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

9.日本海側では、1983年に日本海中部地震で津波が発生したこと

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

10.日本海側では、1993年に北海道南西沖…

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

知っている 知らない 意味がよくわからない

02 日本海津波④確率を出せないこと 9
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日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．発生確率がわからないなら、公表しない方がよいと思う ２．発生確率がわからなくとも、公表した方がよいと思う

日本海側の津波は過去の履歴がはっきりとわかっていないので
の発生確率（今後〇〇年に１回、〇〇年に〇％）という
形で示すことはできません。あなたはこのことについてどう思いま
すか︖



02 日本海津波⑤認知度の低さ 10
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1.南海トラフ地震の被害想定
日本海
太平洋

内陸（含熊本）
2.日本海津波の浸水想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
3.首都直下地震の被害想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
4.地震動予測地図の想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
5.都道府県の地域防災計画での想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
6.市町村の地域防災計画での想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
7.首都圏大規模水害の被害想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
8.富士山噴火の被害想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）
9.富士山の噴火想定

日本海
太平洋

内陸（含熊本）

１．想定があること、

内容も知っている

２．想定があることは知って

いるが詳しく知らない

３．想定があること

を知らない

４．何のことか

よくわからない

02 日本海津波⑤認知度の低さと関心の高さ

津波想定への認知度が低い
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Ａ．南海トラフ巨大津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｂ．日本海津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｃ．首都直下地震

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｄ．地震動予測地図

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．想定があること、

内容も知っている

２．想定があることは知って

いるが詳しく知らない

３．想定があること

を知らない

４．何のことか

よくわからない



02 日本海津波⑤認知度の低さと関心の高さ 12
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Ａ．南海トラフ巨大津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｂ．日本海津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｃ．首都直下地震

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｄ．地震動予測地図

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．対策をとろうと思う ２．対策をとろうとは思わない ３．対策として何をすればよいかわからない

02 日本海津波⑥意見

正確な知識に基づいた意見ではない/巨大津波の可能性
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1.日本海側の津波で巨大想定を出すことはいいことだと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.日本海でも太平洋側と同規模の巨大な津波がくる可能性はほぼない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

3.日本海側は地震の規模に比べて津波が高く、津波到達まで…

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.緊急時に沿岸部に救助に行くべきではない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない



調査結果②
地震予知のLayman Theory
情報公開・公表

03 地震予知のLayman Theory①地震の知識

地震用語の認知率
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6.本震/余震

太平洋

8.緊急地震速報

太平洋

1.震度

太平洋

2.プレート

太平洋

3.断層

太平洋

5.マグニチュード

太平洋

4.活断層

太平洋

9.地震動予測地図

太平洋

7.逆断層

太平洋

Q2.10 10.地震調査研究推進本部

太平洋

知っているし、意味もわかる 知っているが、意味はよくわからない 知らない



03 地震予知のLayman Theory①地震の知識

マグニチュードと震度
地震が発生したときに発表されるものには、震度の他にマグニチュードが
あげられます。あなたは、震度とマグニチュードの違いについて、学校で
習った記憶はありますか。
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24.1%
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

習った記憶があり、

違いもわかる

習った記憶はないが、

違いがわかる

習った記憶はあるが、

違いがわからない

習った記憶もないし、

違いもわからない

03 地震予知のLayman Theory②期待と信頼

地震学・科学による地震動の事前の予測は可能だと思いますか。
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精度は極めて高く、

ほぼ確実に予測できる

精度は高く、ある程度

の精度で予測できる

予測できる

ものもある

精度は低く、

ほとんど予測できない

精度は極めて低く、

まったく予測できない
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Ａ．南海トラフ巨大津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｂ．日本海津波

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｃ．首都直下地震

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

Ｄ．地震動予測地図

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．非常に信頼できる ２．ある程度信頼できる ３．あまり信頼できない ４．全く信頼できない



42.6%

43.7%

43.1%

32.3%

33.7%

33.6%

19.7%

19.9%

18.2%

18.6%

17.4%

15.3%

14.6%

13.7%

12.0%

6.5%

6.7%

7.1%

8.5%

6.2%

7.1%

47.1%

44.8%

44.9%

50.6%

47.7%

47.1%

53.8%

53.8%

55.6%

51.8%

50.8%

52.4%

48.5%

45.8%

45.3%

25.2%

21.6%

22.2%

30.5%

30.3%

28.4%

7.7%

8.2%

8.7%

13.5%

14.7%

15.8%

23.4%

23.2%

23.8%

24.5%

26.2%

27.3%

29.8%

32.9%

36.7%

48.2%

52.2%

51.8%

49.2%

49.7%

51.3%

2.6%

3.3%

3.3%

3.5%

3.9%

3.6%

3.1%

3.1%

2.4%

5.1%

5.6%

4.9%

7.1%

7.5%

6.0%

20.2%

19.5%

18.9%

11.8%

13.8%

13.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1.地震予知研究を推進するのはよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.地震予知ができれば多くの人が救えるので、政府は全力をあげて、この研究を推進すべきだ

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.現在の地震学の水準で地震を予測するには限界があると思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.近い将来、短期の地震予知は可能になると思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

3.地震予知は実現しつつあると思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

6.純粋に科学の発展のために研究は進めるべきで、地震予知のようなものに研究資源を費やすべきではない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

7.地震予知をできる能力があるのに、難しいというのは研究者としての責任を果たしていないと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない

03 地震予知のLayman Theory③地震予知への期待は大

地震予知への期待

18

03 地震予知のLayman Theory④巨大想定には肯定的

巨大想定への肯定︓最大、最悪の想定は「望まれている」

19

25.1%

24.8%

24.0%

23.1%

23.8%

24.7%

16.6%

17.2%

17.1%

10.3%

11.3%

12.9%

4.2%

4.1%

4.0%

4.6%

5.1%

5.1%

62.3%

61.9%

61.6%

60.8%

60.5%

59.8%

54.8%

53.9%

50.7%

43.7%

42.9%

41.8%

23.1%

19.6%

19.8%

24.6%

20.8%

22.9%

10.2%

11.6%

12.2%

13.4%

13.7%

13.8%

24.2%

24.8%

28.4%

36.6%

36.6%

36.2%

52.0%

56.7%

57.8%

48.8%

50.8%

51.1%

2.5%

1.7%

2.2%

2.8%

2.0%

1.8%

4.5%

4.1%

3.8%

9.4%

9.2%

9.1%

20.8%

19.6%

18.4%

22.0%

23.2%

20.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

3.対策を進めるきっかけになるので、最大、最悪の想定を出すのはよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

1.覚悟ができるので、最大、最悪の想定を出すのはよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.インパクトを与えるという意味で、最大、最悪の想定を出すのはよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.対策は後に考えればよいことなので、最大、最悪の想定を出すのはよい…

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.確実に起こる訳でないなら、最大、最悪の想定を出さない方がよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

6.対策もとれないようなら、最大、最悪の想定は出さない方がよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない



03 情報公開①公表の方法への意見 20

Ａ　地震や津波など災害の想定は、時間がかかっても対策とともに公表した方がよい

Ｂ　地震や津波など災害の想定は、対策がとれていないものであってもいち早く公表した方がよい

Ａ　地震や津波など災害の想定は、数字で定量的に出してほしい

Ｂ　地震や津波など災害の想定は、科学的に正確でなくとも、レベルや定性的な表現で情報を出してほしい

Ａ　地震や津波など災害の想定は、研究者の中で合意をとってから公表した方がよい

Ｂ　 地震や津波など災害の想定は、研究者の個人の意見で構わないので公表した方がよい

Ａ　地震や津波など災害の想定は、できるだけ被害が最悪で最大のものを公表した方がよい 

Ｂ　地震や津波など災害の想定は、できるだけ可能性の高いものを公表した方がよい

Ａ　地震や津波など災害の想定は、もっとも確実性の高いものだけを公表した方がよい 

Ｂ　地震や津波など災害の想定は、可能性のあるものについてはすべて公表した方がよい

2.9%

3.5%

2.2%

5.8%

5.7%

4.2%

7.2%

6.4%

4.9%

6.8%

8.5%

4.7%

6.9%

5.7%

3.8%

16.8%

15.4%

15.6%

24.2%

26.1%

25.6%

24.5%

27.0%

26.0%

29.4%

30.9%

31.3%

22.9%

26.4%

28.7%

34.9%

33.8%

37.8%

28.8%

28.5%

31.8%

34.0%

36.0%

32.9%

30.9%

30.5%

33.1%

45.1%

45.1%

46.0%

34.9%

37.8%

35.6%

30.8%

28.9%

29.1%

28.5%

25.6%

30.9%

26.3%

25.4%

25.8%

20.2%

18.7%

19.3%

10.5%

9.5%

8.9%

10.5%

10.8%

9.3%

5.8%

5.0%

5.3%

6.6%

4.7%

5.1%

4.9%

4.2%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．Aに近い ２．どちらかといえばA ３．どちらともいえない ４．どちらかといえばB ５．Bに近い

早めの公表、定性＞定量、最大＞最頻

早めの公表

定量＜定性

△公的見解

最大＞最頻

確実なもののみ

03 情報公開②予測の精度と公表

地震動予測地図や被害想定などの表現・情報公開について
お伺いします。地震の予測の精度と公表について

21

8.0%

8.5%

9.3%

84.0%

85.2%

83.6%

8.0%

6.2%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．必ず的中する確実な予測

だけを発表してほしい

２．必ずではなくても構わないので、少しでも

可能性のあるものは公表してほしい

３．少しでも不確実性のあるもの

は公表すべきではない



03 情報公開③表現

被害想定や地震動予測地図などの表現の仕方について

22

31.8%

30.0%

29.6%

23.7%

25.3%

22.2%

16.6%

14.6%

11.8%

12.9%

12.5%

10.0%

5.1%

6.0%

5.8%

54.8%

54.5%

55.1%

54.2%

51.0%

55.6%

44.3%

45.2%

45.3%

47.2%

46.7%

47.8%

29.1%

27.1%

30.4%

10.9%

13.2%

13.1%

19.2%

20.3%

20.2%

32.2%

33.0%

36.7%

34.5%

36.4%

38.4%

52.3%

53.4%

50.4%

2.5%

2.2%

2.2%

2.9%

3.4%

2.0%

6.9%

7.2%

6.2%

5.4%

4.4%

3.8%

13.5%

13.5%

13.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1.難しい用語を使われてもわからない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.「今後30年に一回」という形で表現されても、わかりにくい

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

3.浸水想定が「〇m」と示されてもイメージがわかない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.「％」を使って確率で表現されても、わかりにくい

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.数値で示さなくてもよいと思う

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない

調査結果③地震動予測地図の影響



04 地震動予測地図

地震動予測地図は太平洋側にプラスの影響を与える一方、
日本海側に対する影響に問題があった

24

20.6%

30.5%

23.1%

44.3%

41.3%

45.6%

35.1%

28.2%

31.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．聞いたこともあるし、

見たこともある

２．聞いたことはあるが、

見たことはない

３．見たことも

聞いたこともない

04 地震動予測地図 25

43.8%

51.5%

47.6%

41.1%

42.9%

40.2%

18.8%

27.3%

20.9%

30.6%

38.2%

33.8%

23.5%

32.5%

27.1%

46.2%

41.5%

44.2%

49.4%

48.7%

49.8%

49.8%

49.9%

48.7%

55.7%

50.9%

53.6%

52.9%

48.1%

53.6%

7.1%

5.8%

7.1%

7.4%

6.9%

8.4%

26.2%

19.3%

26.9%

10.9%

9.5%

10.9%

18.9%

15.8%

16.2%

2.9%

1.1%

1.1%

2.2%

1.5%

1.6%

5.2%

3.5%

3.6%

2.8%

1.5%

1.8%

4.6%

3.7%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【確率認知として】

1.日本中どこでも地震が起こる可能性があることがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.場所によって地震発生確率がかなり異なることがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

【心理的影響として】

1.地震の発生する確率がわかり、不安や恐怖を感じる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

2.自分が住んでいるところの地震予測がわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.地震予測が可視化され、見ると改めてこわいと感じる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない



04 地震動予測地図 日本海側住民への（負の）影響 26

24.9%

29.2%

26.9%

22.0%

20.9%

16.7%

48.0%

49.5%

45.3%

22.2%

23.9%

18.7%

9.7%

31.0%

19.6%

12.0%

7.5%

6.0%

60.9%

59.7%

58.9%

50.5%

46.3%

50.4%

42.8%

41.5%

45.6%

53.5%

53.6%

57.1%

34.6%

40.6%

51.3%

45.2%

29.0%

33.3%

11.4%

9.5%

12.2%

24.0%

29.3%

29.6%

6.5%

7.4%

7.1%

20.6%

19.6%

21.8%

45.4%

25.4%

26.2%

35.5%

40.4%

44.7%

2.8%

1.6%

2.0%

3.5%

3.5%

3.3%

2.8%

1.5%

2.0%

3.7%

2.8%

2.4%

10.3%

3.0%

2.9%

7.2%

23.1%

16.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【確率認知として】

4.黄色い部分でも地震が来ることがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

3.黄色い部分には地震が来にくいことがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

5.太平洋側では地震が来やすいことがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

6.日本海側では地震が来にくいことがわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

【心理的影響として】

3.自分が住んでいるところはより危険であるとわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

4.自分が住んでいるところはより安全であるとわかる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない

04 地震動予測地図 対策 27

25.1%

29.3%

26.2%

14.2%

20.8%

19.8%

6.5%

7.6%

4.4%

15.1%

17.2%

15.8%

58.2%

54.7%

55.6%

47.8%

48.9%

48.9%

25.2%

22.6%

22.2%

43.1%

41.9%

44.4%

13.2%

13.7%

14.9%

29.7%

25.0%

26.0%

33.5%

37.8%

37.8%

28.3%

27.4%

27.8%

3.5%

2.3%

3.3%

8.3%

5.3%

5.3%

34.8%

31.9%

35.6%

13.5%

13.5%

12.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【対策として】

6.地震の発生する確率がわかり、地震対策に有効だと感じる

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

7.地震が来ることがわかり、対策を考えた

（防災グッズを買う、耐震化、避難訓練など）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

8.地震が来ることがわかり、引越しを考えた（より安全な場所に）

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

9.これを見ても、どうしたらいいかわからない

日本海

太平洋

内陸（含熊本）

１．強くそう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．まったくそう思わない



まとめ

まとめと今後の課題

今後の研究
• 意識面からの都道府県別の地域類型化
• 男女別、年齢別の違い
• 他の巨大災害想定との比較
※今回は速報値（「沿岸住民」を対象にしてない暫定値）

知見の整理
• 日本海側は△意識が低い→〇認知率が低い
• 情報発信の原則論
• 確率表現︓低頻度大規模災害の現在の確率表現は住
民の捉え方と相当のずれが存在する。情報発信の手法

29


